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「あなたの夢は何ですか」と尋ねられると，ほとん
どの人はまず「職業」を考えます。でも職業を夢と考
えると，いったんその職業に就いてしまえばその学び
は止まってしまいます。さらに，これからは人生百年
時代。65才で定年退職を迎えても，残りの35年間は
何をして暮らしていけばよいのでしょうか？私は，夢
を職業とだけとらえるのではなくて，「自分はこんな人
になりたい，こんな人生を過ごしたい」という世界観
を持つことが必要ではないかと考えています。
人は勉強をして仕事に就いて，一つ一つ自己実現を

果たしていきます。そして，その自己実現が社会貢献
につながってこそ，満足感が得られるのだと思います。
あまり難しく考えるのではなくて，自分ができること
や得意なこと，好きなことを組み合わせて何ができる
かを考えればいいわけです。例えば「島を盛り上げた
い」という世界観があって，自分が好きで得意な音楽
で人を集めて島の良さを外に向けて発信したのが，「音
じゃぶらフェス」ではないでしょうか。きっとユーチ
ューブを見た人は，そんないいところなら行ってみた
いなと思ったはずです。探究の時間や課題研究を通し
て，そんなことを考えてみてはどうでしょうか。きっ
と皆さんにできることがたくさんあるはずです。

自分の得意なことを組み合わせる

鶴丸高校生徒会との交流会
９月13日（金）放課後，本校

生徒会と鶴丸高校生徒会がオン
ラインで交流をしました。
新生徒会に週番活動を活性化

したいという思いがあり，自主
的な週番活動について長い歴史
のある鶴丸高校に依頼し実現し
ました。「週番活動の意義をどの
ようにして全校生徒に周知して
いるのか，どのような工夫をし
ているのか」等，活発な質疑応
答がなされていました。そして，
「どんな学校行事があるのか」，
「学校を盛り上げるためにどん
な工夫をしているのか」，「他の
生徒会役員とどのように連携し
ているのか」，「学校の魅力化に
向けて生徒会としてどんな活動
をしているのか」等，結構鋭い
質問もあり，本校生徒会役員の
真剣さが伝わってきました。

鶴丸高校では，必ず学校指定の黒カバンで登校し
なければならないこと，文化祭ではキッチンカーを
呼んだこと，体育祭では放送部が全体をリードする
ことなど，本校とは異なる点もいくつか分かって面
白い交流ができたと思います。８月末の生徒会役員
による鶴丸高校訪問が台風のために延期になってし
まい，今回は，訪問の前のオンライン交流会となり
ました。よい刺激をもらいましたので，学校全体に
還元してくれることを期待しています。

９月23日 「音じゃぶらフェス」
知名町町民体育館にて18時より

「第４回音じゃぶらフェス」が開
催されました。島を愛する若者た
ちが，音楽で島を盛り上げようと
企画し，今年で４回目。今回はユ
ーチューブ配信で島外の方々にも
ライブで楽しんでもらっていると
いうことでした。
今年は書道部とエイサー部，そ

して劇団えらぶ物語が出演し，部
活動単位で総勢51名の沖高生がボ
ランティアとして協力しているこ
ともあり，私も楽しみに見に行き
ました。ステージの垂れ幕も書道
部が手がけたもので，大変迫力が
ありました。オープニングセレモ
ニーの書道部のパフォーマンスか
ら最後の大山百合香さんのステー
ジまで大変盛り上がりました。

企画が大成功に終わったのも，前日の会場設営か
らチケット販売，当日の運営補助等にいたるまで，
献身的に取り組んだボランティアの生徒の皆さんの
おかげだと司会者やスタッフの方々が話していまし
た。何らかの形で島を盛り上げようというこの思い
は，引き継いでいきたいですね。ご苦労様でした。

九州大会出場 おめでとう！
県陸上新人大会結果
女子砲丸投げ 優勝 伊地知 ユニスさん(2-1)
女子円盤投げ ３位 伊地知 ユニスさん
男子砲丸投げ ３位 福 龍太郎さん(2-1)

商業科３年 観光ビジネス
商業科３年生

の授業「観光ビ
ジネス」では，「沖
永良部島の観光
をもっと盛り上
げる」ために，
沖高生の感性を
駆使して，都市
部の高校生向け
に修学旅行のプ
ランを考えるこ
とになりました。
コンテストで「優
秀プラン」に選
ばれたものは，
実際にツアーと
して売り出せる
運びとなりまし
た。すごいこと

です。生徒のアイディアを実用化するために，知名
町・和泊町，そして（社）おきのえらぶ島観光協会，
九州運輸局，観光庁が全面的にバックアップしてく
ださいます。
９月19日（木）３限目は，東京都立大学都市環境

学部観光科の清水教授が「島のよさをどのように観
光に結びつけるのか」について授業をしてくださり，
４限目は観光協会の方々が生徒のグループに入り，
一緒になって具体的なアイディアを練ってください
ました。今後は，観光協会，旅行業者の方々の講義
を受け，旅行プランコンテストへと進んでいく予定
です。実学が学べる大変楽しみな授業です。どのよ
うなプランが出てくるのかワクワクしますね。


